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(57)【要約】
【課題】内容物のスムーズな排出を阻害することなく、
各種内容物の排出を検出して、蓄電機構の異常を精度よ
く検出する。
【解決手段】　異常検出装置は、筐体５０１４に設けら
れ、電池セル５００２の状態に関連した予め定められた
条件が成立すると開口する安全弁５００６と、一方端が
安全弁５００６に連結され、電池セル５００２から排出
される物質を流通させる排出管５００４と、排出管５０
０４内に設けられる発光ダイオード４００２と、排出管
５００４内に設けられ、発光ダイオード４００２からの
光を検出する光学センサ４０００と、検出された光量に
応じて、電池セルが異常であるか否かを判定するＥＣＵ
とを含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電機構の異常を検出する蓄電機構の異常検出装置であって、前記蓄電機構は、蓄電要
素と前記蓄電要素を収納する筐体とからなり、前記蓄電機構から電力供給を受ける負荷に
電気的に接続され、
　前記筐体に設けられ、前記蓄電要素の状態に関連した予め定められた条件が成立すると
開口するための開口手段と、
　一方端が前記開口手段に連結され、前記蓄電機構から排出される物質を流通させる通路
と、
　前記通路内に設けられ、発光するための発光手段と、
　前記通路内に設けられ、前記発光手段からの光を検出するための検出手段と、
　前記検出された光量に応じて、前記蓄電機構が異常であるか否かを判定するための判定
手段とを含む、蓄電機構の異常検出装置。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記検出された光量が予め定められた光量よりも低下すると、前記蓄
電機構が異常であることを判定するための手段を含む、請求項１に記載の蓄電機構の異常
検出装置。
【請求項３】
　前記異常検出装置は、
　前記蓄電機構と前記負荷とを電気的に遮断状態および通電状態のうちのいずれかに切り
換えるための切換手段と、
　前記蓄電機構が異常であることが判定されると、前記遮断状態になるように前記切換手
段を制御するための制御手段とをさらに含む、請求項１または２に記載の蓄電機構の異常
検出装置。
【請求項４】
　前記発光手段と前記検出手段とは、前記通路内において、互いに対向する位置に設けら
れる、請求項１～３のいずれかに記載の蓄電機構の異常検出装置。
【請求項５】
　前記通路には屈曲部が形成され、
　前記発光手段および前記検出手段のうちのいずれか一方は、前記開口手段から前記屈曲
部までにおける通路の略中心線と前記屈曲部における通路内の壁面とが重なる位置に設け
られる、請求項４に記載の蓄電機構の異常検出装置。
【請求項６】
　前記蓄電機構は、複数の蓄電要素から構成され、
　前記開口手段は、前記複数の蓄電要素を収納する筐体にそれぞれ設けられ、
　前記通路は、それぞれの開口手段に連結され、
　前記発光手段および前記検出手段は、前記通路の、前記開口手段のそれぞれに連結され
る部分に設けられる、請求項１～５のいずれかに記載の蓄電機構の異常検出装置。
【請求項７】
　前記蓄電機構は、電池およびキャパシタのうちのいずれかである、請求項１～６のいず
れかに記載の蓄電機構の異常検出装置。
【請求項８】
　前記蓄電機構は、車両に搭載される、請求項１～７のいずれかに記載の蓄電機構の異常
検出装置。
【請求項９】
　前記検出手段は、フォトダイオードおよびフォトトランジスタのうちの少なくともいず
れか一方である、請求項１～８のいずれかに記載の蓄電機構の異常検出装置。
【請求項１０】
　前記発光手段は、発光ダイオードである、請求項１～９のいずれかに記載の蓄電機構の
異常検出装置。
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【請求項１１】
　前記予め定められた条件は、圧力および温度のうちの少なくともいずれか一方について
の条件である、請求項１～１０のいずれかに記載の蓄電機構の異常検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓄電機構の異常検出に関し、特に、安全弁の開放を確実に検出することによ
り蓄電機構が異常状態であることを精度よく検出する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　キャパシタや二次電池などの蓄電機構においては、高いエネルギー密度を有することが
求められるとともに、高い安全性が求められる。たとえば、蓄電機構においては、過充電
による温度上昇などの予期しない原因により内圧が上昇することがある。そのため、内圧
あるいは温度が増大したときに電解質やガスなどの内容物を安全に排出するための安全弁
が設けられる。
【０００３】
　たとえば、特開２００５－１９７２７９号公報（特許文献１）は、緊急性の高い内圧上
昇を信頼性良く検出できる蓄電素子を開示する。この蓄電素子は、蓄電要素と、蓄電要素
を収納するケース本体と、所定の条件にてケース本体の内外を連通する連通孔を備える安
全弁とを有する蓄電素子である。蓄電素子は、相互に僅かな隙間を介して配設された２以
上の導電性部材から構成され、ケース本体の外部且つ安全弁の近傍に配設された検出電極
と、安全弁を介して噴出する内容物により検出電極の各導電性部材間で発生する短絡を検
出する短絡検出手段と、をもつ内容物噴出検出手段を有することを特徴とする。
【０００４】
　この蓄電素子によると、内容物が噴出することを検知することで信頼性を高くできる。
安全弁が作動することで大きな問題になるのは電解質などの内容物が噴出することである
。すなわち、安全弁からガスが噴出する場合には電解液もミスト状になって噴出する。そ
のために安全弁が作動すれば必ず検知することができることが必要である。
【特許文献１】特開２００５－１９７２７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した公報に開示された蓄電素子においては、噴出した内容物が検出
電極に付着しない限り、内容物が噴出を検出することはできない。そのため、蓄電素子に
おいて、たとえば、気体状の発煙物が生じた場合には安全弁の開放を検出できない可能性
がある。そのため、内容物の種類によっては、安全弁の開放が不確定となる場合があり、
蓄電機構の異常状態を精度よく検出できないという問題がある。
【０００６】
　また、物理的な圧力を検出することにより、内容物の噴出を検出することも考えられる
が、検出装置を排出経路内に設けると、排出経路において抵抗が発生して、内容物をスム
ーズに排出することを妨げる可能性がある。
【０００７】
　本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであって、その目的は、内容物
のスムーズな排出を阻害することなく、各種内容物の排出を検出して、蓄電機構の異常を
精度よく検出する蓄電機構の異常検出装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の発明に係る蓄電機構の異常検出装置は、蓄電機構の異常を検出する。蓄電機構は
、蓄電要素と蓄電要素を収納する筐体とからなり、蓄電機構から電力供給を受ける負荷に
電気的に接続される。この異常検出装置は、筐体に設けられ、蓄電要素の状態に関連した
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予め定められた条件が成立すると開口するための開口手段と、一方端が開口手段に連結さ
れ、蓄電機構から排出される物質を流通させる通路と、通路内に設けられ、発光するため
の発光手段と、通路内に設けられ、発光手段からの光を検出するための検出手段と、検出
された光量に応じて、蓄電機構が異常であるか否かを判定するための判定手段とを含む。
【０００９】
　第１の発明によると、通路内に蓄電機構の内容物が排出される場合においては、検出手
段（たとえば、フォトダイオードまたはフォトトランジスタ）において検出される発光手
段（たとえば、発光ダイオード）からの光量は低下する傾向にある。これは、発光手段と
検出手段との間に内容物が通過することにより、発光手段の光が遮られるためである。す
なわち、光量の低下により、蓄電機構から内容物が排出されることを検出することができ
る。また、内容物が有色であれば、気体、液体および固体（粉体）のいずれであっても、
発光手段の光を遮ることとなるため、光量の低下を検出することができる。そのため、蓄
電機構から各種内容物の排出を検出することができる。さらに、発光手段および検出手段
は、発光ダイオードあるいはフォトダイオード等の素子により実現できるため、通路内の
内容物の流通を妨げる程度は低い。したがって、内容物のスムーズな排出を阻害すること
なく、各種内容物の排出を検出して、蓄電機構の異常を精度よく検出する蓄電機構の異常
検出装置を提供することができる。
【００１０】
　第２の発明に係る蓄電機構の異常検出装置においては、第１の発明の構成に加えて、判
定手段は、検出された光量が予め定められた光量よりも低下すると、蓄電機構が異常であ
ることを判定するための手段を含む。
【００１１】
　第２の発明によると、検出された光量が予め定められた光量よりも低下すると、蓄電機
構から内容物が排出されることを検出することができる。すなわち、蓄電機構が異常状態
であることを検出することができる。
【００１２】
　第３の発明に係る蓄電機構の異常検出装置は、第１または２の発明の構成に加えて、蓄
電機構と負荷とを電気的に遮断状態および通電状態のうちのいずれかに切り換えるための
切換手段と、蓄電機構が異常であることが判定されると、遮断状態になるように切換手段
を制御するための制御手段とをさらに含む。
【００１３】
　第３の発明によると、蓄電機構が異常であることが判定されると、蓄電機構と負荷（た
とえば、電気機器）とが電気的に遮断状態になるように切換手段（たとえば、リレー）を
制御することにより、蓄電機構から負荷への電力供給が停止されるため、蓄電機構内にお
ける内圧の上昇を抑制して、安全を確保することができる。
【００１４】
　第４の発明に係る蓄電機構の異常検出装置は、第１～３のいずれかの発明の構成に加え
て、発光手段と検出手段とは、通路内において、互いに対向する位置に設けられる。
【００１５】
　第４の発明によると、発光手段（たとえば、発光ダイオード）と検出手段（たとえば、
フォトダイオードまたはフォトトランジスタ）とが、通路内において互いに対向する位置
に設けられるようにすると、通路内に蓄電機構からの内容物が通過すると、検出手段によ
り検出される光量が低下する。そのため、蓄電機構から内容物が排出されることを確実に
検出することができる。
【００１６】
　第５の発明に係る蓄電機構の異常検出装置においては、第４の発明の構成に加えて、通
路には屈曲部が形成される。発光手段および検出手段のうちのいずれか一方は、開口手段
から屈曲部までにおける通路の略中心線と屈曲部における通路内の壁面とが重なる位置に
設けられる。
【００１７】
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　第５の発明によると、通路に屈曲部が形成されると、開口手段から排出された内容物は
、屈曲部の壁面と接触することとなる。開口手段から排出された蓄電機構の内容物は、屈
曲部までの通路の略中心線に沿って流通し、屈曲部における通路内の壁面と接触すること
となる。したがって、この位置に発光手段および検出手段のうちのいずれか一方を設ける
ことにより、開口手段からの内容物の排出を確実に検出することができる。
【００１８】
　第６の発明に係る蓄電機構の異常検出装置においては、第１～５のいずれかの発明の構
成に加えて、蓄電機構は、複数の蓄電要素から構成される。開口手段は、複数の蓄電要素
を収納する筐体にそれぞれ設けられる。通路は、それぞれの開口手段に連結される。発光
手段および検出手段は、通路の、開口手段のそれぞれに連結される部分に設けられる。
【００１９】
　第６の発明によると、発光手段（たとえば、発光ダイオード）および検出手段（たとえ
ば、フォトダイオードまたはフォトトランジスタ）は、通路の、複数の蓄電要素（たとえ
ば、電池セル）のそれぞれに連結される部分に設けられる。これにより、複数の蓄電要素
のそれぞれにおいて内容物が排出されるか否かを検出することができるため、複数の蓄電
要素のうち異常状態にある蓄電要素を特定することができる。
【００２０】
　第７の発明に係る蓄電機構の異常検出装置においては、第１～６のいずれかの発明の構
成に加えて、蓄電機構は、電池およびキャパシタのうちのいずれかである。
【００２１】
　第７の発明によると、電池またはキャパシタからの内容物の排出を検出することにより
、電池またはキャパシタの異常状態を検出することができる。
【００２２】
　第８の発明に係る蓄電機構の異常検出装置においては、第１～７のいずれかの発明の構
成に加えて、蓄電機構は、車両に搭載される。
【００２３】
　第８の発明によると、車両に搭載される蓄電機構において、蓄電機構から内容物の排出
を検出することにより、蓄電機構の異常状態を検出することができる。
【００２４】
　第９の発明に係る蓄電機構の異常検出装置においては、第１～８のいずれかの発明の構
成に加えて、検出手段は、フォトダイオードおよびフォトトランジスタのうちの少なくと
もいずれか一方である。
【００２５】
　第９の発明によると、フォトダイオードまたはフォトトランジスタを用いることにより
、発光手段（たとえば、発光ダイオード）からの光を検出することができる。
【００２６】
　第１０の発明に係る蓄電機構の異常検出装置においては、第１～９のいずれかの発明の
構成に加えて、発光手段は、発光ダイオードである。
【００２７】
　第１０の発明によると、発光ダイオードを用いることにより、通路内の内容物の流通を
阻害することなく、検出手段（たとえば、フォトダイオードまたはフォトトランジスタ）
に対して発光することができる。
【００２８】
　第１１の発明に係る蓄電機構の異常検出装置においては、第１～１０のいずれかの発明
の構成に加えて、予め定められた条件は、圧力および温度のうちの少なくともいずれか一
方についての条件である。
【００２９】
　第１１の発明によると、蓄電機構において、圧力および温度が異常な状態になると、開
口手段が開口するため、蓄電機構内の圧力が増大することが抑制される。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００３０】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがっ
てそれらについての詳細な説明は繰返さない。
【００３１】
　本実施の形態に係る蓄電機構の異常検出装置は、ＥＣＵ（Electronic Control Unit）
１０００と、リレー２０００と、負荷３０００と、光学センサ４０００と、発光ダイオー
ド４００２と、電池パック５０００とから構成される。
【００３２】
　本実施の形態において、蓄電機構である電池パック５０００は、車両に搭載されるもの
である。車両は、エンジンを駆動源とする車両であってもよいし、エンジンと電動機とを
駆動源とするハイブリッド車両であってもよいし、電動機を駆動源とする電気自動車また
は燃料電池自動車であってもよいものとする。
【００３３】
　電池パック５０００は、複数の電池セル５００２が直列あるいは並列に連結されて構成
される。なお、電池パック５０００は、単体の電池セル５００２により構成されるように
してもよい。
【００３４】
　本実施の形態においては、電池パック５０００は、複数の電池セル５００２が直列に連
結されて構成される。なお、電池パック５０００は、電池セル５００２が予め定められた
個数が連結された電池モジュールとして構成され、電池モジュールが複数個連結されて構
成されるようにしてもよい。
【００３５】
　本実施の形態において、蓄電機構として電池パック５０００を一例として説明するが、
特にこれに限定されるものではなく、電池に代えてキャパシタを用いるようにしてもよい
。
【００３６】
　電池セル５００２は、端子および電解液を含む蓄電要素と蓄電要素を収納する筐体とか
ら構成される。蓄電要素を収納する筐体には、安全弁５００６が設けられる。安全弁５０
０６は、電池セル５００２の状態についての予め定められた条件が成立すると、開口する
弁である。
【００３７】
　本実施の形態において、安全弁５００６は、電池セル５００２内の圧力が予め定められ
た圧力以上になると機械的に開口する弁であるが、特にこのような条件に限定されるもの
ではない。たとえば、安全弁５００６は、電池セル５００２内の温度が予め定められた温
度以上になると機械的に開口する弁であってもよい。
【００３８】
　電池セル５００２の筐体に設けられた安全弁５００６には、排出管５００４の枝管が接
続される。電池セル５００２の安全弁５００６を通過して内容物が排出される場合、内容
物は、枝管から排出管５００４を流通した後、電池パック５０００の外部に排出されるこ
ととなる。なお、内容物は、排出管５００４から車外に排出するようにしてもよい。
【００３９】
　本実施の形態において、排出管５００４は、電池セル５００２から安全弁５００６を通
過して排出された内容物を流通する通路であれば、特に配管により通路が形成されること
に限定されるものではない。また通路形状についても図１に示す形状に特に限定されるも
のではない。また、通路内を流通する内容物は、煙、ガス等の気体に限定されるものでは
なく、電解液等の液体および固体を含む。
【００４０】
　電池パック５０００には、リレー２０００および負荷３０００が電気的に接続される。
負荷３０００は、電気的な負荷であれば特に限定されるものではないが、たとえば、イン
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バータあるいはコンバータ等の電気機器あるいは電気機器を介して接続される回転電機で
ある。
【００４１】
　リレー２０００は、ＥＣＵ１０００からの信号に応じて、電池パック５０００と負荷３
０００との間を電気的に遮断状態および通電状態のうちのいずれかに切り換える。具体的
には、ＥＣＵ１０００からのリレーオフ信号を受信すると、電池パック５０００と負荷３
０００との間を電気的に遮断状態にする。また、ＥＣＵ１０００はからリレーオン信号を
受信すると、あるいはリレーオフ信号を受信しないと、電池パック５０００と負荷３００
０との間を電気的に通電状態にする。
【００４２】
　ＥＣＵ１０００は、光学センサ４０００からの開弁検出信号を受信する。ＥＣＵ１００
０は、リレーオフ信号をリレー２０００に送信する。ＥＣＵ１０００は、ＣＰＵ（Centra
l Processing Unit）とメモリとから構成される。
【００４３】
　排出管５００４内には、発光ダイオード４００２が設けられる。本実施の形態において
は、排出管５００４内において発光する手段として発光ダイオード４００２を用いるもの
として説明するが、通路内において発光できれば、特に発光ダイオード等の発光素子に限
定されるものではない。また、発光ダイオード４００２は、ＥＣＵ１０００により点灯制
御される。たとえば、ＥＣＵ１０００は、車両が起動されると、起動されている間、発光
するように発光ダイオード４００２を制御するようにしてもよいし、リレー２０００が通
電状態の間、発光するように発光ダイオード４００２を制御するようにしてもよい。
【００４４】
　また、光学センサ４０００は、排出管５００４内に設けられる。光学センサ４０００は
、発光ダイオード４００２からの光を検出するセンサである。
【００４５】
　光学センサ４０００は、発光ダイオード４００２の光を受光すると、受光した光に応じ
て電圧または電流が生じる受光素子を含む。受光素子としては、たとえば、フォトダイオ
ードまたはフォトトランジスタが用いられる。
【００４６】
　排出管５００４内において、光学センサ４０００と発光ダイオード４００２との間に発
光ダイオード４００２の光を遮断する物質が通過すると、光学センサ４０００においては
、発光ダイオード４００２の光を受光できないため、受光素子において生じる電圧または
電流が小さくなる。
【００４７】
　光学センサ４０００は、受光時においては電流を生じさせて、生じさせた電流を開弁検
出信号としてＥＣＵ１０００に送信する。ＥＣＵ１０００は、光学センサ４０００からの
開弁検出信号を受信して、受信した開弁検出信号として受信する電流の度合いに基づいて
受光された光量を検出する。
【００４８】
　光学センサ４０００は、たとえば、非受光時においては、電流が生じない。そのため、
ＥＣＵ１０００は、光学センサ４０００から開弁検出信号を受信しない。ＥＣＵ１０００
は、開弁検出信号を受信しないことにより、受光された光量が略ゼロであることを検出す
る。
【００４９】
　なお、光学センサ４０００は、発光ダイオード４００２からの光を検出できれば、特に
受光素子により構成されることに限定されるものではない。
【００５０】
　光学センサ４０００と発光ダイオード４００２とは、排出管５００４内において、対向
する位置に設けられる。
【００５１】
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　図２に示すように、本実施の形態において、電池セル５００２は、略直方形状の筐体５
０１４を有する。電池パック５０００は、電池セル５００２が複数個積層されて構成され
る。本実施の形態において、電池セル５００２は、特に隣接する電池セルについて図示し
ないが、厚さ方向（図２の紙面手前－奥方向）に複数個積層される。
【００５２】
　電池セル５００２の上面（図２の紙面上側の面）には、端子５００８，５０１０が設け
られる。端子５００８，５０１０の間の筐体５０１４の面には、安全弁５００６が設けら
れる。さらに、安全弁５００６には、排出管５００４の枝管の一方端が接続される。枝管
の他方端は排出管５００４に接続される。
【００５３】
　本実施の形態において、光学センサ４０００と発光ダイオード４００２とは、排出管５
００４の屈曲部５０１２において、互いに対向する位置に設けられる。
【００５４】
　具体的には、図３に示すように、光学センサ４０００は、排出管５００４の屈曲部５０
１２において、屈曲中心位置に対して遠い方の壁面に設けられる。
【００５５】
　好ましくは、光学センサ４０００は、安全弁５００６と屈曲部５０１２との間における
通路の略中心線と屈曲部５０１２における排出管５００４の壁面とが重なる位置に設けら
れることが望ましい。このようにすると、安全弁５００６から排出された内容物が光学セ
ンサ４０００と発光ダイオード４００２との間を通過する度合いを高くすることができる
。
【００５６】
　図４に、本実施の形態に係る蓄電機構の異常検出装置であるＥＣＵ１０００の機能ブロ
ック図を示す。
【００５７】
　ＥＣＵ１０００は、入力インターフェース（以下、入力Ｉ／Ｆと記載する）１０１０と
、演算処理部１０２０と、記憶部１０３０と、出力インターフェース（以下、出力Ｉ／Ｆ
と記載する）１０４０とを含む。
【００５８】
　入力Ｉ／Ｆ１０１０は、光学センサ４０００からの開弁検出信号を受信して、演算処理
部１０２０に送信する。
【００５９】
　演算処理部１０２０は、開弁検出部１０２２と、リレーオフ信号生成部１０２４とを含
む。
【００６０】
　開弁検出部１０２２は、入力Ｉ／Ｆ１０１０を介して受信した開弁検出信号に基づいて
、安全弁５００６が開弁しているか否かを検出する。より具体的には、開弁検出部１０２
２は、たとえば、光学センサ４０００からの開弁検出信号を受信しなかったり、光学セン
サ４０００において生じた電流値が予め定められた光量に対応する電流値以下であると、
安全弁５００６が開弁していることを検出する。なお、開弁検出部１０２２は、たとえば
、安全弁５００６が開弁していることを検出すると、開弁検出フラグをオンするようにし
てもよい。
【００６１】
　リレーオフ信号生成部１０２４は、安全弁５００６が開弁していると、電池パック５０
００と負荷３０００との間が電気的に遮断状態に切り換わるようにリレー２０００を制御
するリレーオフ信号を生成する。リレーオフ信号生成部１０２４は、生成したリレーオフ
信号を出力Ｉ／Ｆ１０４０を介してリレー２０００に送信する。なお、リレーオフ信号生
成部１０２４は、たとえば、開弁検出フラグがオンになると、リレーオフ信号を生成する
ようにしてもよい。
【００６２】
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　また、本実施の形態において、開弁検出部１０２２と、リレーオフ信号生成部１０２４
とは、いずれも演算処理部１０２０であるＣＰＵが記憶部１０３０に記憶されたプログラ
ムを実行することにより実現される、ソフトウェアとして機能するものとして説明するが
、ハードウェアにより実現されるようにしてもよい。なお、このようなプログラムは記録
媒体に記録されて車両に搭載される。
【００６３】
　記憶部１０３０には、各種情報、プログラム、しきい値、マップ等が記憶され、必要に
応じて演算処理部１０２０からデータが読み出されたり、格納されたりする。
【００６４】
　以下、図５を参照して、本実施の形態に係る蓄電機構の異常検出装置に含まれるＥＣＵ
１０００で実行されるプログラムの制御構造について説明する。
【００６５】
　ステップ（以下、ステップをＳと記載する）１００にて、ＥＣＵ１０００は、開弁が検
出されたか否かを判定する。開弁が検出されると（Ｓ１００にてＹＥＳ）、処理はＳ１０
２に移される。もしそうでないと（Ｓ１００にてＮＯ）、この処理は終了する。
【００６６】
　Ｓ１０２にて、ＥＣＵ１０００は、リレーオフ信号を生成して、リレー２０００に送信
する。
【００６７】
　以上のような構造およびフローチャートに基づく、本実施の形態に係る蓄電機構の異常
検出装置の動作について説明する。
【００６８】
　たとえば、車両に搭載された電池パック５０００の複数の電池セル５００２のうちのい
ずれか一つにおいて、過充電により温度が上昇すると、電池セル５００２内の圧力が増大
する。そして、電池セル５００２内の圧力が予め定められた圧力以上となると、安全弁５
００６が機械的に開口する。このとき、電池セル５００２内の内容物が安全弁５００６か
ら噴出することとなる。
【００６９】
　たとえば、電池セル５００２内から煙が噴出した場合においては煙は排出管５００４を
流通して外部に排出される。このとき、煙は光学センサ４０００と発光ダイオード４００
２との間を流通することとなるため、光学センサ４０００において、発光ダイオード４０
０２の光が受光できない、あるいは受光する光量が低下することとなる。
【００７０】
　ＥＣＵ１０００は、光学センサ４０００から受信する開弁検出信号が受信されなかった
り、あるいは、開弁検出信号として受信する電流値が予め定められた光量に対応する電流
値以下であると、安全弁５００６が開弁していることを検出する（Ｓ１００にてＹＥＳ）
。すなわち、ＥＣＵ１０００は、電池パック５０００の異常状態を検出する。
【００７１】
　そのため、ＥＣＵ１０００はリレーオフ信号を生成してリレー２０００に送信する（Ｓ
１０２）。リレー２０００は遮断状態に切り換わるため、電池セル５００２において内圧
の上昇が抑制される。そのため、電池パック５０００の安全性が確保される。
【００７２】
　なお、本実施の形態においては、電池パック５０００に一組の光学センサ４０００と発
光ダイオード４００２とを設けるようにしたが、特にこれに限定されるものではない。た
とえば、複数の電池セル５００２に接続される排出管５００４の枝管のそれぞれに光学セ
ンサと発光ダイオードを設けるようにしてもよい。
【００７３】
　このようにすると、複数の光学センサからの信号のうち、開弁検出信号を受信しないあ
るいは開弁検出信号として受信する電流値が予め定められた光量に対応する電流値以下と
なる光学センサを特定することにより、安全弁が開弁状態の電池セルを特定することがで
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【００７４】
　さらに、本実施の形態においては、電池パック５０００と負荷３０００との間にリレー
２０００を設けるようにしたが、たとえば、電池セル５００２毎に、電池セル５００２を
回路から切り離すリレーを設けるようしてもよい。具体的には、隣接する電池セルとの接
続を遮断して隣接する電池セル間を短絡させるリレーを複数の電池セル５００２のそれぞ
れに設けるようにしてもよい。このようにすると、開弁が検出された電池セルのみを電気
的に遮断状態にすることができる。
【００７５】
　以上のようにして、本実施の形態に係る蓄電機構の異常検出装置によると、通路内に電
池セルの内容物が排出される場合においては、光学センサにおいて検出される発光ダイオ
ードからの光量は低下する傾向にある。これは、発光ダイオードと光学センサとの間に内
容物が通過することにより、発光ダイオードの光が遮られるためである。すなわち、光量
の低下により、電池セルから内容物が排出されることを検出することができる。また、内
容物が有色であれば、気体、液体および固体（粉体）のいずれであっても、発光ダイオー
ドの光を遮ることとなるため、光量の低下を検出することができる。そのため、電池セル
から各種内容物の排出を検出することができる。さらに、発光ダイオードあるいはフォト
ダイオード等の素子により実現できるため、通路内の内容物の流通を妨げる程度は低い。
したがって、内容物のスムーズな排出を阻害することなく、各種内容物の排出を検出して
、蓄電機構の異常を精度よく検出する蓄電機構の異常検出装置を提供することができる。
【００７６】
　また、電池パックが異常であることが判定されると、電池パックと負荷とが電気的に遮
断状態になるようにリレーを制御することにより、電池パックから負荷への電力供給が停
止されるため、電池パック内における内圧の上昇を抑制して、安全を確保することができ
る。
【００７７】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本実施の形態に係る蓄電機構の異常検出装置の構成を示す図である。
【図２】本実施の形態における電池セルの構造を示す図である。
【図３】電池セルに接続される排出管の断面を示す図である。
【図４】本実施の形態に係る蓄電機構の異常検出装置に含まれるＥＣＵの機能ブロック図
である。
【図５】本実施の形態に係る蓄電機構の異常検出装置に含まれるＥＣＵで実行されるプロ
グラムの制御構造を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７９】
　１０００　ＥＣＵ、１０１０　入力Ｉ／Ｆ、１０２０　演算処理部、１０２２　開弁検
出部、１０２４　リレーオフ信号生成部、１０３０　記憶部、１０４０　出力Ｉ／Ｆ、２
０００　リレー、３０００　負荷、４０００　光学センサ、４００２　発光ダイオード、
５０００　電池パック、５００２　電池セル、５００４　排出管、５００６　安全弁、５
００８，５０１０　端子、５０１２　屈曲部、５０１４　筐体。
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